
「くらす」ＷＧ
進捗状況

はたらく くらす たのしむ

小学部

中学部

高等部



テーマ設定について

「くらす」に関する
学校で扱っている内容

社会人の一日の行動

「くらす」に関わる内容は、幅広く多岐にわたる
⇒テーマを絞る必要性がある



テーマ設定について

○秋田県特別支援教育課管理主事 小山高志氏

研究協力者との打合せ

生涯学習のキーワード
「人との出会い、つながり、関わり」

○障害者就業・生活支援センター長 牧野真悟氏

卒業生の支援の事例
通勤や駅前での行動、ＳＮＳの使い方、書類の手続きなど
自宅外の行動が多い。

○大仙市教育委員会参事兼指導主事 櫻田武氏

「育てたい力」を基にした指導
授業のまとめから考えていく授業構想



テーマ設定について

「くらす」ＷＧ

・全児童生徒にあてはまる内容

・地域での行動に着目する

・つながりマップの内容と重なる

生涯学習
「人との出会い、つながり、関わり」

地域生活での

「出会い、つながり、 関わり」

を充実させ、自分のくらしを

よくしていこうとすることが大切

生徒の学び
・Ｄスタディの授業

主眼：生活の中の問題発見、問題解決

・学校で習う⇒家庭生活でも利用する

家庭生活での利用は、限定的

教師の思い
・地域生活への興味・関心を広げたい

・地域との上手な関わり方を知ってほ

しい

「みんなが使える場所」の利用



実 践➀

図書館 博物館・美術館 市民サービスセンター

集会施設・コミュニティセンター 体育館・公園

ホール 宿泊施設 観光施設 交通機関

郵便局 病院 市役所 銀行 交番・派出所

娯楽施設 食品を買える場所 衣服を買える場所

「みんなが使える場所」について



実 践➁ 生徒アンケートの実施

【対象：高等部生徒２２名】

➀認知状況

➁利用状況

➂利用希望

内 容



実 践➁ 生徒アンケートの結果

➀認知状況

➁利用状況

○図書館や体育館・公園は、どの学年でも高い値を示した。
△市民サービスセンターや集会施設・コミュニティセンタ
ーは共通して低い値を示した。

○交通機関や病院は高い値を示した。
△市民サービスセンターは低い値を示した。
銀行も低い値であった。

・認知状況＞利用状況 ・市民サービスセンター等低い

・学年が上がるごとに認知、利用の両方で数値⇧



実 践➁ 生徒アンケートの結果

➂利用を希望した理由

これまでは，家族が行っていたた
め、必要性がなかった。
（ＤＶＤ借用、衣服購入等）

学校の学習や友達と一緒に経験
したことがある。
今度は一人で行ってみたい
（カラオケ、バスケ等）

友達や先輩と一緒に利用したい。
友達や先輩が利用してるのでして
みたい。
（食事、映画館等）

やりたいことはあるが、どこで
やれるかわからない。
（体を動かす等）



今後の実践事項

（１）「みんなが使える場所」
⇒機能や用途を把握と整理

（２）小、中、高等部段階での指導や育てたい力
⇒検討と提案

（３）年間指導計画
⇒「みんなが使える場所」に関する観点での点検


